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語学習者数は、 2006年度では 27.3万人で第 4 位であったが、続く 2009年度の調
査では、 162.7 ％増となる 71.6万人で第 3 位、 2012年度調査では、 87.2万人ま
で学習者数は増え世界第 2 位、最新の調査となる 2015年度では、 74.5万人に減
ったものの第 2 位となっている。また 2016年 9 月には、東南アジアでは初めて
となる日本語教育国際研究大会（ ICJLE ）をバリにておこなうなど日本語教育
が盛んにおこなわれている国の一つである。後期中等教育（高校）では、第二
外国語として学ばれていることから、学習者数の大部分を占めている（表１ ）。  
   
表 1   学習者数  内訳（国際交流基金 2015年度日本語教育機関調査結果より
引用） 
 
教育段階 学習者数 割合 
初等教育  6,504  0.90%  
中等教育  703,775  94.50%  
高等教育  26,981  3.60%  
その他  教育機関  7,865  1.10%  
合計  745,125  100.00%  
 
 国際交流基金の 2012年度日本語教育機関調査では、中等教育のネイティブ










































































 国際交流基金調査では、インドネシアでは現在11の大学で 4 年制日本語教育
専攻の学科・プログラムがある。その中の一つであるインドネシア教育大学
（以下 UPI ）と筆者が所属する首都大学東京（以下 TMU ）は 2012年度、 2014年





 筆者はこのプログラムの参加者であり、 UPI に計三回訪れている。 






語教師となっている（アフマッド 2010の資料より ）。  

























4.3  日本語能力に関する日記分析調査 







































































































 今回の活動では、 TMU や他の日本の大学から留学している日本人の学生が 6
















    
   













 また、教材として、国際交流基金の「 WEB 版 エリンが挑戦！にほんごでき























うちの 2 名が全体のしきりをおこない、残りの 4 名が各レベルに分かれ、進行
役を務めた。進行役は既に担当するレベルを合格している学生が務め、進行お












 （ a ）  まずは  けいさつかんへ  行ってください。 
   1 いって  2 おこなって  3 ゆって  4 きて 
 
 （ b ）かんじは、むずしかったですが、マンガを「  ４  」も読んで
  いたら、かんたんなかんじは覚えていました。 
   １  いくつ  ２  何さつ ３  何ど  ４  一足 
 
 （ c ）経験をお積りになって、一人前になります。 
  １．おつもり  ２．おまもり  ３．おきり  ４．おとり 
 
 （ d ）  ここに  きれいな  じょせいが  たくさん  います。 
  1 ここに  きれいな  じょせいが  すくないです。 
  2 ここに  きれいな  じょせいがたいへんです。 
  3 ここに  きれいな  じょせいが  すこし  です。 
  4 ここに  きれいな  じょせいが  おおい  です。 
 






 （ b ）はN4にみられた適語選択形式の問題である。４つの選択肢の中から正



















いう形ではなく、「ここには～です 。」 というようにしなければならない。 












 （ e ）物置の隅で、埃＿＿になっている古い人形を見つけた。 










       図 3 UPI の学生が作成した JLPT模擬問題  
 
 








者が仕切り、 TMU の学生を含め日本人が11名、 UPI の学生が30名ほど参加して
いた。活動時間は 2 時間ほどで、多くの学生が参加し、各々積極的に日本語を
























      
           図 4  すごろくの目 
 
5.2.2  文化に関する分野 (Mikat)  




( お) 「大正琴」 
 大正琴は、簡単な鍵盤がついており、鍵盤をおさえながら、ピックで弦を弾
き演奏していく、大正時代に発明され流行した楽器である。大正琴の活動は、
週に 1 回、 2 時間ほどの練習をおこなっていた。活動は 2 回見ることができ、
















































































5.3.1  日記の概要 
 調査対象とするこの日記は、当時学部二年生が作文の授業の課題として書い
























 (1) 【人名】先生の授業で 5 つのグルプを作ったんです。 
  グルプ→グループ 
  (2)そして，弟にロマンジの読みかたを教えてあげました。 
  ロマンジ→ローマ字 
  (3)アイスクリマを食べればいいですね。 
  アイスクリマ→アイスクリーム 
 (4) おばちゃんはちょっと元気になりました。 
  おばちゃん→おばあちゃん 






 (6) あ，明は会議があります！ 
  明→明日 
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 (7) 今日の授は企業家とちょうかいと PSB でしたよ！ 




 (8) 今日，作文の授業の中で先週の練習を反されました。 
  反→返 
    (9) 今月，チアンジュルへ出発しました。 













  いグループだ。とても楽しかった。 


































  寒いでした→冷たかったです。 
 
うれしい  たのしい 





















  来ませんでした→行きませんでした 
 (14)今日じゅうたいしたから、 7 時30分に大学に来った。 
  きった→着いた 
 (15)じゅぎょうに来ませんでした。 
  来ませんでした→行きませんでした 
  
(13)～ (15)は「来る」を用いた結果誤用となってしまった例である。 
インドネシア語では、「行く」は「 pergi 」「来る」は「 datang」と使い分け
がされている。また、「着く」についても「 sampai」「帰る」も「 pulang」と
さむい つめたい 





 次の (16)(17)も「来る」を選択し、誤用となっている例である。 
 （16）今日じゅうたいしたから、 7 時30分に大学に来った。 
  →今日渋滞したから、７時30分に大学に着いた。 
 （17） 8時に（地名）に来ました。 







 （19） 3 時はんに大学へ会議に行きました。 
 
 （20） 8 時に私は学校へ行きました。 
 
 （21）つまらなかったので Angel さんといっしょにケーキ屋さんへ行















「日本からくる」 datang dari Jepang.  
「もしバリ島へ来たら」 Kalau dating ke Pulau Bali.  









































  （28）今は 04.00 時に起きます。→今日は 4 時に起きました。 
 
  （29）私は 06.00 時に起きます。→私は６時に起きました。 
 
  （30）今日は 06.30 時に起きます。→今日は６時３０分に起き
   ました。 
 
  （31）私のいとこも学校へ行きます。→私のいとこも学校へ行
   きました。 
 
   （32）そうじをしたり、シャワーをあびたり、食べま
    す。→そうじをしたり、シャワーをあびたり、
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    （ご飯を）食べました。 
 
  （33）それから、テレビを見たり、食べたり、勉強します。→
   それからテレビを見たり、（ご飯を）食べたり、勉強





















































 以上のように UPI の学生がおこなっている日本語・日本文化に関する活動と
日記の誤用分析から、日本語教師力、日本語能力の向上に役立てるために考察
をおこなった。 









しない限り、非正規 IJT に余裕はできず質の向上を見込むのが難しい。 
 そこで、 UPI や他の大学で日本語教師を志しているものを対象に質の向上を
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行 【誤】 【正】 
１ 
 
６ ６ 活動内容の決め方 活動内容の決め方に関して
聞き取りをおこなった。 
２ ９ 20 二時間の活動ので 二時間の活動の中で 
３ 10 11 日本の自己紹介 日本語での自己紹介 




５ 21 11 書くというのに不慣れ 日本語を手書きすることに
不慣れ 
６ 28 13 パフォーマンス力が高く 口頭表現などのパフォーマ
ンス力が高く 
